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オリンピック・パラリンピックにおけるホスピタリ 
ティハウスについて： 
リオデジャネイロ大会の事例
大　﨑　恵　介
1．はじめに
オリンピック・パラリンピック競技大会にお
いて「ホスピタリティハウス」の注目度が高ま
ってきている。国や企業がオリンピック・パラ
リンピック期間中にプロモーション拠点として
設置するこれらのハウスは開催都市のいたると
ころに開設され、観光客への PR 活動、ビジネ
スミーティング、国内外の重要人物へのホスピ
タリティーサービスの提供などが行われる。も
ともとはオリンピック村（選手村）に入ること
のできない選手の家族が一緒に過ごすための場
所として考案され、1992 年のアトランタ大会
でビール製造会社のハイネケングループがオラ
ンダチームのために開設したのが始まりとされ
ている。年々その数は増えており、リオデジャ
ネイロ大会（以下リオ大会）では 53 のハウス
が開設された。リオ大会の公式ウェブサイトで
も紹介され、競技会場に次ぐ魅力的なスポット
として競技大会を盛り上げた。
呼び名は主催団体や報道機関で異なり、Na-
tional House や Olympic House などの名称が
用いられることもある。それらの名が示すとお
り、オリンピック（パラリンピック）を通じて
世界各国の観光客や要人をおもてなすことを役
目としており、提供されるサービスもハウスに
よって多種多様である。外交目的で政府関係者、
又は大会関係者といった招待者のみ入場可能な
ハウスもあれば、一般公開されているものもあ
る。展示物はもちろん、連日催されるイベント
もハウス独自のユニークな企画が多い。
日本も「JAPAN HOUSE」を各大会で開設
してきた。リオ大会で開設された「TOKYO2020 
JAPAN HOUSE」においては 13 億円もの事業
費を計上し、その多くを東京都民が負担する可
能性がでてきている［1］。オリンピック・パラ
リンピック大会を理由だけに多額の投資をする
ことに対して疑問視する声も上がる中、大会の
一部分を担う活動として開催されるホスピタリ
ティハウスの意義も今後問われることになるだ
ろう。しかしながら、ハウスの活動は本国にお
いて一般的に認知されておらず、その意義や目
的についても十分に検討されていない。2020
年大会に向けて、オリンピック・レガシー（遺
産）に対する課題が注目されておりホスピタリ
ティハウスを理解する活動も必要になってく
る。そこで本論では、著者が運営の一部を担っ
た「TOKYO2020 JAPAN HOUSE」をはじめ
とする、2016 年のリオ大会において開設され
た各国・企業のホスピタリティハウスの事例を
紹介する。そして 2020 年大会に向けた課題を
検討していくことを目的とする。
2．JAPAN HOUSE
（1）歴史
「JAPAN HOUSE」は 1998 年の長野冬季大
会以降のオリンピック・パラリンピックで開設
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されてきた。当初は大会とメディア関係者、選
手団、スポンサーといった招待者への公開のみ
に留まっており、それらの関係者の憩いの場と
して活用された［2］。2008 年の北京大会では、
当時日本が 2016 年大会に立候補していたため、
招致活動のプロモーションの一環で一般観光客
に対するサービスを開始した。
JAPAN HOUSE の取り組みは大会毎に目的
や内容が異なっている。初めて一般公開を行っ
た北京大会では邦人来場者が現地では得にくい
日本人選手の情報をはじめ、大会の映像や競技
の速報などの大会動向を日本選手団を中心に伝
える情報センターとしての機能を果たした［3］。
しかしバンクーバーオリンピックでは選手のサ
ポートに従事し一般公開は行われていない。一
方ロンドン大会では、当時東京都が開催都市に
立候補していた 2020 年オリンピック・パラリ
ンピック大会の招致活動の拠点として活用され
た。同ハウスは招致活動に関係する各国の要人
が宿泊する国際オリンピック委員会の指定ホテ
ルに隣接され、重要な情報発信拠点として運用
された［4］。
リオ大会直前に発表された「アクション＆レ
ガ シ ー プ ラ ン 2016」［5］ で は、JAPAN 
HOUSE についての記載があり、5 本ある推進
プランのうち「復興・オールジャパン・世界へ
の発信」の中にその記述がある。そこではリオ
大会において「日本の魅力を世界へ発信」する
ことと、東日本大震災からの「復興状況や魅力
の発信」をすることが記されており、多くの人々
や団体による“オールジャパン体制”で魅力を
発信することを目指すとしている。
（2）TOKYO2020 JAPAN HOUSE の活動内容
TOKYO2020 JAPAN HOUSE（以下 TJH）
は（公財）東京オリンピック・パラリンピック
競技大会組織委員会、東京都、（公財）日本オ
リンピック委員会（JOC）、（公財）日本障がい
者スポーツ協会・日本パラリンピック委員会
（JPC）により主催され、（株）電通が運営を請
け負った。開催目的として、東京 2020 組織委
員会を始めとする関係団体（各省庁、地方自治
体、パートナー企業）で協働しながら「オール
ジャパン」での東京都の PR 活動、日本選手団
並びに東京 2020 組織委員会や東京都に関する
記者会見、各種レセプションの開催などの広報
活動の実施、国内外関係者へのホスピタリティ
サービスの展開としており、大会期間中のリオ
市内における現地関係団体の統括拠点として機
能した［6］。
会場はオリンピック・パラリンピックのメイ
ン会場がある Barra（バーハ）地区にある複合
文化施設“Cidade das Artes”内に開設された
（図 1）。
TJH はオリンピック大会とパラリンピック
大会の両大会中（8 月 5 日〜8 月 21 日、9 月 7
日〜9 月 18 日）に公開された数少ないハウス
である。会場内は 8 つのエリアに分かれており、
エリアのコンセプトにそった展示・体験ブース
が設置された（表 1）［7］、［8］。
パートナーブースなど一部のブースを除い
て、各展示・体験型ブースにはブラジルの派遣
会社から派遣された現地スタッフ（ブラジル人）
が配置され、来場者に対して説明を行った。こ
れらのスタッフはハウス開催前の研修を経て任
務にあたっていた。一部のブースは運営業務を
外部団体に委託（又は連携）しており、経済産
業省 - 日本貿易振興機構（JETRO）、観光庁 -
日本政府観光局（JNTO）、スポーツ庁 - 日本レ
クリエーション協会などが提携関係にあった。
運営面に関しては受託先がスタッフを派遣した。
メインステージでは様々なステージパフォー
マンスが披露された。日本の自治体やブラジル
在住の日本人・日系人による伝統芸能や和太鼓
といった日本文化の発信を目的としたショー、
100 年以上の歴史のある日伯の友好を表すブラ
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ジル人アーティストによるライブ、またはサン
バスクールによるサンバーショーなどが行われ
た。多い日で 3、4 つのプログラムが組まれ、
来場者を楽しませた。これらの時間外には撮影
した写真を漫画調にアレンジするアプリ「漫画
フォト」の体験コーナーが設けられた。
一般来場者に対して、国際オリンピック連盟
（IOC） や 各 国 の オ リ ン ピ ッ ク 連 盟 関 係 者
（NOC）といった招待客はメインホスピタリテ
ィールームでサービスを受けることができた。
また、関係者向けの内覧会もオリンピック・パ
ラリンピック大会期間中にそれぞれ 1 度行わ
れ、大会関係者やメディア関係者が招待された。
これらの日は一般公開されず、通常の運営では
行われない飲食の提供やステージ上での式典が
行われた。
開場時間である 12 時の前には、オリンピッ
ク・パラリンピックでメダルを獲得した日本人
選手の記者会見が行われた。オリンピック期間
中は日本選手団が連日メダルを獲得したことに
より、毎朝メダリストによる記者会見が開かれ
た。オリンピック最終日となった 8 月 21 日の
朝には安倍晋三首相が訪問した。閉会式に参加
する予定の日本選手団との交流会が行われた。
3．各国の取り組み
＜スイス＞
House of Switzerland（スイスハウス）は五
輪ボート会場となった Lagoa Stadium の湖の
辺りに開設された。総面積は 4100㎡で、リオ
市有数の観光地であるコパカバーナビーチから
徒歩 15 分の所に位置していた。オリンピック
からパラリンピック終了時まで大会移行期間も
含めて開催されており、延べ 25 万人が来場し
た［9］。スイスの外務省が主催し、スイスオリ
ンピック・パラリンピック委員会や、各種企業
がパートナー又はサプライヤーとして運営に協
力した。リオ市の暖かい気候と共にスイス文化
に触れられる屋外施設として人気が高かった
（図 2）。
敷地内にはアウトドアチェアがいたるところ
に設置されており、来場者がゆったりくつろげ
るスペースが提供されていた。そこでは、時間
図 1　TOKYO2020 JAPAN HOUSE と主要施設の位置関係（著者作成）
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エリア ブース・コーナー 概要
東京 2020 組織委員会エリア
日本のオリンピック・パラリンピック史 モニターで日本のオリンピック・パラリンピック史を紹介
東京大会エンブレム 2020 年東京大会のエンブレムの紹介パネルを展示
新国立競技場 新国立競技場のコンセプトや計画を模型とともに紹介
東京オリンピック追加種目 東京大会で新たに採用される 5 種目をモニターで紹介
東京大会オフィシャルライセンスグッズ 東京大会オフィシャルライセンスグッズの展示
東京都エリア
TOKYO WATER TREE
「水の都、東京」の魅力をモニタ―群と底面の円形スクリ
ーンで紹介
TOKYO ROUND TRIP 東京の街並みや水辺の風景を楽しむ映像プログラム
TOKYO LIFELINE WALL
大都市東京を支えるライフラインを可視化するインフォ
グラフィクスの展示
TOKYO SMART ENERGY CITY 環境局の取組紹介と燃料電池自動車のカットモデルの展示
TOKYO TAP WATER 東京で採取された水を蛇口から出し、試飲できるコーナー
TOKYO SOUL FOOD 食品サンプルの展示
RWC2019
日本で開催されるラグビーワールドカップ 2019 年大会の
紹介展示
被災地復興 PR 展示 東日本大震災における復興支援活動の紹介展示
日本政府エリア
観光庁 観光パンフレット・ノベルティの配布
国税庁 日本酒の試飲コーナーの設置
総務省 8K テレビの展示（オリンピック期間中のみ）
内閣府
外交政策に関するパンフレット、日本のフォトブックの
配布
文化庁 雛人形 3000 体の展示
農水省 ダシの試飲ブースの設置
経産省 日本のポップカルチャー産業をビデオで紹介
スポーツ庁
スポーツ・レクリエーション体験、Sport for Tomorrow
の啓発活動
パートナーエリア
味の素株式会社 商品の展示
アシックス株式会社 商品の展示
日本代表選手応援エリア 日本選手団の顔写真ボード
オリンピック・パラリンピック期間中にそれぞれの大会
に出場する日本選手団の顔写真ボードの展示
自治体エリア 46 道府県
46 道府県を紹介するパネルの展示、および紹介パンフレ
ットの配布
文化体験エリア
野点体験 お点前の実演
浴衣着付け体験 浴衣の試着体験および記念撮影
ヨーヨーつり体験 釣ったヨーヨーは持ち帰れる
書道体験
書いた紙は東京大会エンブレム入りのファイルで持ち帰
れる
在リオデジャネイロ総領事館連絡室 在リオデジャネイロ総領事館連絡室
総領事館の連絡質の設置。大会期間中の領事業務に対す
る対応
表 1．TOKYO 2020 JAPAN HOUSE コンテンツ（政府資料と公式サイトを参考に作成）
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に合わせて行われるライブパフォーマンスや、
スイス式バーベキューやチーズ料理などといっ
たスイスの伝統的な食事を楽しむこともでき
た。敷地内には 3 棟のプレハブが立ち並び、そ
の内の 2 つは自由に屋上に登ることが可能で、
屋上のデッキスペースは湖が一望できるバーも
設置された。クラプロックス社やビクトリノッ
クス社といったパートナー企業のストアも開設
されており、土産を購入することもできた。
アクティビティに関しては特殊なプラスチッ
クパネルで作られた 200㎡のスケートリンクが
人気で子どもから大人までが長蛇の列を作った
（図 3）。スイスの有名時計ブランド、オメガの
計測システムを設置した陸上トラックでのレー
スや、人工雪に触れることのできるドーム、ラ
ック式鉄道（歯車を使って動かす電車）のバー
チャル・リアリティ体験、スラックラインの体
験ができるスペースなども提供された。
同ハウスはリオ市でも数少ない野球場のフィ
ールド上に開設された。ハウス開催期間中は野
球の体験イベントが開催され同種目の普及にも
貢献した。大会後には同球場のリフォームを請
け負うことも主催者側がブラジルの野球・ソフ
トボール連盟に約束しており、ホスピタリティ
ハウス跡地をリオ大会のレガシーとして残して
いくことが決まっている。これらの功績が認め
られこともあり、リオデジャネイロ商業協会
（ACRio）が設置した Award Hospitality Hous-
es Rio 2016 において「Fraternization（交歓）」
賞を受賞した［10］。
＜ NBA ＞
アメリカのプロバスケットボールリーグ、
NBA によるハウスは、リオ大会の開催に合わ
せて都市開発計画の一つとして整備された大通
り、“オリンピックブルバード”の一角に開設
された。総面積 3000㎡のミュージアムの講堂
に作られた同ハウスはオリンピック期間中のう
ち 12 日から 21 日の 10 日間にわたって開催さ
れ、延べ 8 万人が来場した［11］。
会場内はバスケットボールコート（ハーフ）
が 2 面設置され、そこではチアリーダーやマス
コットキャラクターによるパフォーマンス、ダ
ンクシュート・ショー、3 on 3 の大会などが行
われた。また、ゲイリー・ペイトンやグレン・
ライスといった NBA の往年の名プレーヤーに
よるバスケセッションが行われるなど様々な催
し物で会場は連日賑わった。
NBA はハウスの運営にあたり、リーグ運営
においてもパートナー契約を結んでいる企業に
ブース運営を委託しており、それぞれの企業が
マーケティング要素を含んだインタラクティブ
なバスケットボールコンテンツを提供した（図
4、5）。メインパートナーのシスコシステムズ
図 2　スイスハウスの全体像（著者撮影） 図 3　 プラスチックパネルのスケートリンク
（著者撮影）
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社による IT インフラとデジタルコンテンツの
提供や、韓国のサムスン電子社提供の「ギャラ
クシースタジオ」では NBA の試合がバーチャ
ル・リアリティで体験できるコーナーなどが設
置された。その他には NBA プレーヤーの身体
の大きさが体感できるコーナーや、フリースロ
ーゲームが楽しめるスペース、または写真加工
技術を用いて NBA プレーヤーや優勝トロフィ
ーと「一緒に｣ 記念撮影のできるコーナーなど
が設置された。これらのアトラクションは来場
者からも好評で、前述の Award Hospitality 
Houses Rio 2016 において来場者が選ぶ「ベス
トホスピタリティハウス」に NBA ハウスが選
ばれている［10］。
NBA はバスケットボールの市場を拡大する
ための活動を世界規模で行っており、NBA ハ
ウスに関してはイギリスのロンドンとスペイン
のマドリッドですでに開催している。ブラジル
においては 2013 年から 3 年間にわたって NBA 
Global Game（NBA チームが海外で試合を行
うプロモーション）を通じてリオ市で試合も行
っている。2016 年はリオ大会開催にあたり
NBA Global Game の開催が見送られたが、そ
の“代わり”として NBA ハウスが存在感を示
していた。
＜リオデジャネイロ市＞
“Espaço Rio de Janeiro”（リオデジャネイロ
広場）と題された同ハウスはアスレティックな
アトラクションを中心とした体験型ブースを多
数設けていた点が特徴的なハウスだった。オリ
ンピックブルバードの西側に位置しており、総
面積は 7000㎡。オリンピック期間（8 月 5 日〜
21 日）のみ開催され、延べ 18 万人が来場した
［12］。
入り口をくぐると、“あなたをエクササイズ
へと招待する町”と書かれた看板がお出迎え。
リオ市のスポーツ環境の PR とスポーツを通じ
た新たなライフスタイルの提案を、スポーツの
疑似体験を通じて行うこのハウスの方向性が大
きく掲げられていた。
来場者の興味を最も引いていたのが、テクノ
ロジーとスポーツが融合したアトラクションだ
った。カヌーやサイクリング体験では、大型ス
クリーンに映し出された映像と参加者の漕ぐ動
作がリンクされており、臨場感のある“スポー
ツ体験”が楽しめた（図 6）。水泳は、参加者
のクロールの動きに合わせて画面上のプレーヤ
ーが泳ぐというバーチャルレースが体験でき、
ランニングでは参加者の腰に大きなサスペンダ
ーをつけることでトレッドミルの上を自分の限
界速度まで走ることに挑戦できるというユニー
クなアトラクションもあった。他にも柔道、バ
レーボール、サッカー、クライミングをテーマ
にしたアトラクションが体験できた。
これらのアトラクションはスポーツ享受の楽
しさを参加者に体験してもらうだけではなく、
将来のリオ市の発展を担う次世代の市民に向け
図 4　 試合のバーチャル・リアリティー体験（著
者撮影）
図 5　 NBA 選手のスケー
ル体験コーナー（著
者撮影）
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ハウス開設のために改装されたリオ市の会場
は大会後に、リオデジャネイロ州立劇場が活用
していくことが決まっている。芸術の生産拠点
として、ワークショップの開催、展示会の設置、
美術学校の開校などを通じてリオ市の芸術・文
化保護と発展のために使用されていく予定であ
る。
＜ブラジル＞
リオ大会で開設された Casa Brasil（ブラジ
ルハウス）はブラジルのホスピタリティハウス
史上最も規模の大きいハウスとなった。オリン
ピックブルバードに位置する 2 つの建物からな
る同ハウスの総面積は 12500㎡。オリンピック
期間（8 月 5 日〜21 日）とパラリンピック期間
（9 月 7 日〜18 日）に開催され延べ人数 50 万人
が来場した［13］。
同ハウスは主にブラジルの輸出投資振興庁
（APEX-Brasil）を始め、観光省、文化省、ス
ポーツ省といったブラジルの各省庁によって共
同運営されており、ブラジルの豊富な天然資源
を国内外の投資家にアピールすることで輸出産
業や観光業を推進することをハウスの主な狙い
にしていた。ブラジルの文化、芸術、スポーツ、
テクノロジー、自然など同国の持つ経済的なポ
テンシャルを最大限アピールするために、会場
は様々なセクションに分かれており、それぞれ
でアクティビティや展示物が楽しめた。
例えばスポーツセクションであれば、ブラジ
ルのオリンピック史のパネル展示、エクササイ
ズセッション、ブラジルで人気の高いモーター
スポーツのレーシングゲーム、特設コートでは
車椅子バスケットボールやブラインドサッカー
などのパラリンピック種目の体験が行われた
（図 8、9）。e スポーツエリアもあり、オンライ
ンゲームが楽しめるコーナーも設置されていた。
観光を PR するセクションでは、ビッグスク
リーンに映し出される世界最大の滝“イグアス
の滝”をサイドから噴射される水しぶきを浴び
た教育・啓発活動の一環としても機能を果たし
ていた。このハウスはブラジルの非営利団体
SESC（Servício Social Comercio：商業連盟社
会サービス）が運営していた。同団体はブラジ
ル国内で国民の文化教養を高めるプログラムを
推進しており、スポーツを通じた教育にも力を
入れている団体である。リオ市のハウスをリオ
市民、特に若者の育成を目的とする一つのプロ
ジェクトとして位置づけ、これらのアトラクシ
ョンを通じて、スポーツ選手の持つ規律、集中
力、決意、乗り越える力などの価値を伝えてい
た。また同団体が行っているスポーツ活動を紹
介するパネルを設置し、活動を推進していた（図
7）。
図 7　 ライフステージに応じたスポーツ提案の
パネル（著者撮影）
図 6　 スクリーンと連動したサイクリング体験
（著者撮影）
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オリンピック・パラリンピックにおけるホスピタリティハウスについて：
リオデジャネイロ大会の事例（大﨑　恵介）
ながらインタラクティブに体感できるブースが
人気だった。ブラジルの最もポピュラーなお祭
り“フェスタ・ジュニーナ”を体感できるエリ
アでは色鮮やかな衣装、ブース全体を彩る装飾
や小道具が展示され、さらには生演奏のパフォ
ーマンスがあったりとハウス内にいながらお祭
りの雰囲気を味わえた。また、ブラジルの世界
遺産紹介コーナーでは 13 個の文化遺産を紹介
するパネルを通じて、国内外の来場者に新たな
ブラジルに出会える場所を提供していた。ブラ
ジルの国土は日本の約 23 倍と非常に広い土地
を有する国である。ブラジル国民も各地域の文
化や観光地や国の天然資源を意外に知らない人
が多く、多くのブラジル人にとっても発見があ
ったことだろう。
4．ホスピタリティハウスの運営におけ
る課題の検討
各国・企業のハウスの概要を表 2 にまとめた。
今回視察調査したハウスは比較的規模が大き
く、観光客が集まりやすい立地条件であったた
め、多くの来場者が訪れた。
ホスピタリティハウスの活動自体が、長いオ
リンピック・パラリンピックの歴史の中でも比
較的新しい活動であり、その規模は大会毎に拡
大している。サービスや内容も多様化しており、
ハウスの形態も様々である。その中で JAPAN 
HOUSE が日本の魅力をより効果的に発信して
いくためには明確なビジョンとコンセプトが必
要になる。リオ大会においてはブラジル人を中
心的なターゲットとしたコンテンツを展開した
ハウス名 開催期間 場所 面積 来場者
TOKYO 2020 JAPAN HOUSE
8 月 5 日〜21 日
9 月 7 日〜18 日
Cidade das Artes
（Barra 地区）
公表無し ＞８万人
House of Switzerland 8 月 1 日〜9 月 18 日 Rodrigo de Freitas 湖 4100㎡ ＞ 25 万人
NBA House 8 月 12 日〜21 日 Olympic Boulevard 3000㎡ ＞ 8 万人
Espaço Rio de Janeiro 8 月 5 日〜21 日 Olympic Boulevard 7000㎡ ＞ 18 万人
Casa Brasil
8 月 5 日〜21 日
9 月 7 日〜18 日
Olympic Boulevard 12500㎡ ＞ 50 万人
表 2．ホスピタリティハウス比較
図 8　 エクササイズセッションの様子（著者撮
影）
図 9　 車椅子バスケットボールの体験（著者撮
影）
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が、東京大会においては各国からの来場者のニ
ーズへの対応が迫られるだろう。日本人が魅せ
たい日本も重要ではあるが、外国人が求める日
本文化を的確につかんでいくことが重要になっ
てくる。
ハウス自体が開催都市の発展に持続的な効果
をもたらす「レガシー」創出にどのように貢献
していけるかを考えることも重要な検討課題に
なる。リオ大会においてリオ市がハウス跡地を
有効活用する案や、スイスによる野球の振興や
野球場のリフォームなどはまさにレガシー創出
の一例である。また、それを多くの市民に伝え
ることでホスピタリティハウスの活動を契機と
した無形のレガシーも今後生まれてくる可能性
もある。オリンピック憲章で明文化された「レ
ガシー」の概念は文化プログラムなどにも適用
されており、今後はホスピタリティハウスにも
欠かせない概念になっていくと予想される。レ
ガシー実現のためにホスピタリティハウスを活
用していくことでその存在意義がより明確に伝
わるようになるのではないだろうか。
今回は各ハウスの一般公開エリアのみの調査
となったが、実際には招待客用のホスピタリテ
ィルームも各ハウスで存在する。またハウス自
体が一般公開していない場所も多い。今後これ
らの明らかにされてこなかったハウスの形態や
提供されるサービスを調査し、オリンピック・
パラリンピックにおけるホスピタリティハウス
の役割を明確にしていくことで、より効果的な
ハウスの在り方について検討することが可能に
なっていくだろう。
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